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沿革 

昭和 38 年 4 月 洛陽・伏見両高校の普通科生徒を受け入れる形で、普通科単独の塔南高校が開校 

令和 5 年 4 月 塔南高校の再編により開建高校が開校 

令和 5 年 6 月 南区吉祥院校地から南区唐橋校地への移転 

令和 8 年 3 月 開建高校 1 期生が卒業 

特徴的な授業・取組、学びの環境・社会連携 

〇普通教室４つ分の大きさで、８０人の生徒と複数の教員がともに学ぶ「ラーニングポッド(L-pod)」を設

置し、多様な形態がとれる学習空間で、「生徒の数と同じ数の学びがある」という考えのもと、生徒自身

が設定した目標に向かって自分に適した方法で学ぶスタイルを生徒と教員で創ります。 

〇企業、大学、行政など幅広い機関と連携し、伝統や文化はもとより、多様で奥深い京都のまちに触れるフ

ィールドワークや課題の発見と解決、京都の魅力に気付く探究活動を行う「総合的な探究の時間・協創」

や「学校設定科目・ルミノベーション」を教育課程の中核とした教育活動を展開します。 

〇多様な形態で実施する部活動をはじめ、企業や大学、地域等と連携した協働プログラムやボランティア活

動など、生徒一人一人が「やってみたいこと」に主体的に挑戦できる課外活動の機会を創出します。 

部活動 

華道、茶道、書道、美術、科学、新聞、放送、吹奏楽、ＥＳＳ、軽音楽、バドミントン、バレーボール 

バスケットボール、弓道、硬式野球、サッカー、陸上競技、硬式テニス、ソフトテニス 

進路状況【令和８年３月卒業生の実績】 

四年制大学 72%，短期大学 3%，専門学校・各種学校 19%，就職 3%，その他（進学準備含む）3% 

２ 本校のミッション、スクール・ポリシー 

本校のミッション 

希望を持って未来を協創することを通して、生徒一人一人が新しい自分（自らの可能性や良さ）を見出しな

がら自らの成長を実感し、これからの社会で貢献・活躍していく担い手を送り出す。 

① 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシー） 

自らの成長とともに他者と協働しながら、より良い未来社会の創造に主体的に取り組むことができる人物

「協創者」の育成を目指し、以下の６つの資質・能力を育成する。 

挑戦力、対話力、協働力、思いやる心、貢献志、学び続ける力 

② 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 

自らを変え、未来の社会を形成していく「協創者」を目指す生徒たちのガイドとして、ともに学び、ともに

考え、ともに歩み、協創的に学習体験（＝カリキュラム）をつくり上げるために、教科横断的な視点や高校

３年間の展望、多様な手立てを持ち、次に示す生徒の姿と照らし合わせながら教育課程を編成・実施する。 

 ○生徒は、学びが未知の事柄や実社会のあり方、より良い未来のあり方と自らの生き方とにつながってい

ることを実感する。 

 ○生徒は、学びを進める中で考え、多様な他者と対話・協働を通して、省察・振り返りを行い、自分の学

びをデザインし、さらなる深い学びへとのめり込む。 

 ○生徒は、仲間をはじめ多様な他者や地域社会との関わり合いの中で、自らの「やってみたいこと」を見

出し、「やってみること」で、まだ見ぬ変化や可能性を信じ、挑戦する。 

③ 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

本校の育てたい生徒像である「協創者」を目指して、多様な他者と意欲的に関わり、コミュニケーションを

とろうとするとともに、身につけた知識や技能を活用し、問いの発見や解決を楽しもうとする生徒 

令和８年４月作成 



 


